
 

  
 

 

 

 

 

 

 
 

学校・家庭・地域が共に子どもを育てる一年に 

校長 山本 修史 
 

春風が心地よい季節を迎え、令和８年度がスタートしました。 

この度、前任の関口保司校長に代わり、本校に着任することになりました山本修史と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。昨年度までは、世田谷区教育委員会で勤務しておりました。 

立川市での勤務は初めてとなりますが、大学生になるときに東京に出てきてから、国分寺、小金

井、西東京の中央線沿線に住んでおり、親しみを感じる地域で働くことができることを嬉しく思っ

ております。 

さて、立川市では昨年度から全小学校で始業式と入学式の日程をずらす取組を始めており、始業

式が 6日、入学式が 8日となります。8日に 93名の 1年生を迎え、全校児童 659名でのスタート

になります。 

本校の教育目標は、次の四つです。 

〇よく考え、進んで学ぶ子（知） 

〇自分も友だちも大切にする子（徳） 

〇正しく判断し行動できる子（徳） 

〇体を鍛え最後までやりぬく子（体） 

知・徳・体をバランスよく育成することを目指しております。 

この目標をより高く達成するためには、学校・家庭・地域が互いを尊重し、子どもを共に育てる

気持ちをもつことが大切だと考えています。 

教育は相反する考えが同時に成り立つという性質をもっています。例えば、「自由にさせること

で主体性や創造性が伸ばすという考え」と、「規律を守らせることで社会性や集団生活力を伸ばす

という考え」は両方とも子どもの成長に必要なことです。 

しかし、一方が強くなりすぎたり、子どもの個性にあっていなかったりした場合には、秩序が乱

れたり、逆に受け身で指示待ちになってしまったりするなど、良くない面が強化されてしまいます。 

この例に限らず、本校の教員は、様々なことにおいて、子ども一人一人の個性と集団としての実

態を見ながら、子どもたちの成長を願い、思いを込めて取り組んでまいりますが、時にはご家庭や

地域での子どもの様子が気になることもあると思います。 

その時には、子どもを共に育てるパートナーとして、学校にご相談いただき、互いの思いを尊重

しながら一緒に考え、調整していくことが、子どもにとって大切なことだと考えております。 

 今年度は、教科担任制の取り組みを中学年まで拡大します。教科を絞って授業準備をすることで

より質の高い学びを提供できるようにするとともに、多くの視点で子どもたちを見ることで、子ど

もたちの良さを見取ったり、心の変化に気が付いたりできるようにします。 

 これまで以上に第五小学校の全教職員が一丸となって、様々な工夫を重ねながら、子どもたちの

教育に取り組んでまいります。学校・家庭・地域が共に子どもを育てる一年にしたいと考えており

ますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。 
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